
☆肺機能検査

スパイロメーターという機械を使用し、

スタッフの指示に従って息を吸ったり吐いたりすることで

肺活量や１秒間に吐くことのできる空気の量を測定します。 

喘息 

COPD（慢性閉塞性肺疾患） 

間質性肺疾患 

肺線維症  

などが起きる危険度を判定します。 

☆腫瘍マーカー検査（採血）

採血で、がんの存在によって血液中に増加する物質を調べます。

体内に腫瘍ができると、血液中のたんぱくや酵素、ホルモン等

が急激に増えることがあります。

健康なときにはみられない物質が現れることもあります。

これらを腫瘍マーカーといい、その量や種類によって

腫瘍の存在を知る手がかりとなります。

★検査対応腫瘍マーカー 一覧表

腫瘍マーカー がんの種類 

ＡＦＰ 肝がん、卵巣がん、精巣がん など 

ＣＡ１９－９ 
膵臓がん、胆道がん、胃がん、大腸がん 

などの主に消化器系のがん 

ＣＥＡ 大腸がん、肺がん、卵巣がん、乳がん など 

ＰＳＡ 前立腺がん 

ＣＡ１２５ 卵巣がん、膵臓がん、胃がん、大腸がん など 

ＣＡ１５－３ 乳がん 

☆超音波検査（エコー検査）

放射線による被ばくの心配がなく、検査を受けるにあたって

苦痛がない安全な検査です。

【腹部エコー検査】

 腫瘍性の病気、ポリープ、結石などが無いかを調べます。 

【頸部エコー検査】 

動脈硬化の状態を観察し、心筋梗塞や脳梗塞、 

大動脈解離などの病気が発症する危険度を推測します。 

内容が充実しました♪ 



☆受診に関しては事前予約となります。（ご予約は2週間前までにお願いします）

☆当日申込が可能です（ご予約も随時承っております）

☆受診に関しては事前予約となります。（ご予約は2週間前までにお願いします）

☆注意事項 ☆

・検査担当者が腹部に超音波をよく通すゼリーを塗り、超音波を発する装置を当てます。

・採血で簡単に調べることができますが、がんが存在しても数値が必ず上昇するとは限りません。

　他の検査結果も含めて総合的にみて判定します。

・首にある動脈（頸動脈）を広く描出するため、首元を広く開けられる服装でご来所ください

・検査担当者が首の部分に超音波をよく通すゼリーを塗り、超音波を発する装置を当てて検査します。

・腹部を広く検査する為、ズボンやスカートは腰の位置まで下げて実施します。

　腹部エコー検査時には深呼吸などの指示をさせていただきます。

・腸内のガスなどがあると見えにくくなる為、検査当日の朝食は禁止です（常備薬は飲んでも構いません）。

　そのため、ワンピースやボディスーツなどは避けてください。

　（タートルネックシャツなどは避けてください）。

・結果票の送付までには３週間ほどかかります。なお、緊急性を要する項目がありましたら、それまでに

　ご連絡をする場合がありますので、予めご了承下さい。

・現在、自覚症状がある場合は、早期の医療機関受診をおすすめします。

・胸いっぱい吸い込んだ空気をできるだけ勢いよく吐くことで肺機能の検査をします。

　肺などへの負担が大きいので、すでに重い肺の病気を患っている方やご高齢の方は検査できません。

☆受診に関しては事前予約となります。（ご予約は2週間前までにお願いします）

肺機能検査

腫瘍マーカー検査

腹部エコー検査

頸動脈エコー検査

その他


